
 

 

平
成
二
十
九
年
第
三
回
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

十
一
月
定
例
会
会
議
録 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
水
曜
日
）
午
後
一
時
開
議 

 

 

○
出
席
議
員 

 
 

 

一 
 

番 
 

信 
貴 

 

良 

太 

 
 

 

二 
 

番 
 

的 

場 
 

慎 

一 

 
 

 

三 
 

番 
 

木 

畑 
 

 
 

匡 

 
 

 

四 
 

番 
 

吉 

川 
 

敏 
文 

 
 

 

五 
 

番 
 

友 

永 
 

 
 

修 

 
 

 

六 
 

番 
 

大 

野 
 

妙 

子 

 
 

 

七 
 

番 
 

奥 

谷 
 

正 

実 

 
 

 

八 
 

番 
 

高 

橋 
 

 
 

登 

 
 

 

九 
 

番 
 

中 

浜 
 

 
 

実 

 
 

 

十 
 

番 
 

谷 

口 
 

美
保
子 

 
 

 

十 

一
番 

 

西 

尾 
 

博 

道 

 
 

 

十 

二
番 

 

野 

村 
 

生 

代 

 
 

 

十 

三
番 

 

辰 

見 
 

 
 

登 

 
 

 

十 

四
番 

 

田 

中 
 

久 

夫 

 
 

 

十 

五
番 

 

高 

山 
 

裕 

次 

 
 

 

十 

六
番 

 

野
々
下 

 

重 

夫 

 
 

 

十 

七
番 

 

浦 

尾 
 

雅 

文 

 
 

 

十 

八
番 

 

羽 

広 
 

政 

勝 

 
 

 

十 

九
番 

 

大 

束 
 

真 

司 

 
 

 

二 

十
番 

 

名 

手 
 

宏 

樹 

 
 

 

二
十
一
番 

 

水 

谷 
 

 
 

毅 

 
 

 

二
十
二
番 
 

出 

川 
 

康 

二 

 
 

 

二
十
三
番 

 

笹 

谷 
 

勇 

介 

 
 

 

二
十
四
番 

 

松 

尾 
 

 
 

武 

 
 

 

二
十
五
番 

 

島 
 

 
 

弘 

一 

 
 

 

二
十
六
番 

 

友 

井 
 

健 

二 

 
 

 

二
十
七
番 

 

北 
 

 
 

好 

雄 

 
 

 

二
十
八
番 

 

畑 

中 
 

 
 

譲 

 
 

 

二
十
九
番 

 

橋 

本 
 

謙 

司 

 
 

 

三 

十
番 

 

道 

工 
 

晴 

久 

 
 

 

三
十
一
番 

 

寺 

町 
 

幸 

雄 

 
 

 

三
十
二
番 

 

中 

川 
 

 
 

博 

 
 

 

三
十
三
番 

 

関 

口 
 

ほ
づ
み 

 

○
欠
席
議
員 

 
 

 

な 

し 

 

○
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

企

業

長 
 

竹
山 

修
身 

 
 

 

副

企

業

長 
 

清
水 

 

豊 

 
 

 

技

術

長

兼

事

業

管

理

部

長 
 

松
本 

要
一 

 
 

 

理
事
兼
経
営
管
理
部
長
兼
総
務
課
長 

 

吉
田 

景
司 

 
 

 

経
営
管
理
部
副
理
事
兼
企
画
課
長 

 

上
田 

伊
宏 

 
 

 

経

営

管

理

部

財

務

課

長 
 

横
山 

 

亨 

 
 

 
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

 

香
山 

慎
治 

 
 

 

事
業
管
理
部
副
理
事
兼
計
画
課
長 

 

諸
角 

 

誠 

 
 

 

事
業
管
理
部
事
業
推
進
課
長 

 

東
野 

宗
丈 

 
 

 

事
業
管
理
部
契
約
検
査
課
長 

 

谷
野 

 

聡 

 
 

 

事

業

管

理

部

管

財

課

長 
 

堀
木 

英
輝 

  
 

 

代

表

監

査

委

員 
 

荻
野 

朝
弘 

 
 

 

監

査

委

員

事

務

局

長 
 

笠
井 

浩
二 

 

○
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

議

会

事

務

局

長 
 

笠
井 
浩
二 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

昼
馬 
靖
史 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

廣
永 

龍
治 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

岸
田 

友
海 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

山
蔭 

啓
介 

 

○
議
事
日
程 

 

第
一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

第
二 

会
期
決
定
の
件 

 

第
三 

諸
般
の
報
告 

 
 

 
 

 

（
議
員
辞
職
許
可
の
報
告
） 

 
 

 
 

 

（
当
選
議
員
の
報
告
・
紹
介
） 

 
 

 
 

 

（
定
期
監
査
結
果
報
告
、
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果 

 
 

 
 

 
 

報
告
） 

 
 

 
 

 

（
説
明
者
の
通
知
） 

 

第
四 

当
選
議
員
の
議
席
の
指
定 

 

第
五 

議
長
の
選
挙 

 

第
六 

第
一
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
統
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

促
進
基
金
条
例
制
定
の
件 

 
 

 
 

第
二
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
育
児
休 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件 

 
 

 
 

第
三
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
用
水
供
給 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

条
例
一
部
改
正
の
件 

 
 

 
 

第
四
号
議
案 

平
成
二
十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

団
工
業
用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
の
件 

 
 

 
 

第
五
号
議
案 

平
成
二
十
九
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

団
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
件 

 
 

 
 

第
一
号
報
告 

平
成
二
十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

団
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の
件 

 
 

 
 

第
二
号
報
告 

平
成
二
十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

団
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

件 

 
 

 
 

第
三
号
報
告 

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
足
比
率
報
告
の
件 

 
 

 
 

 

（
副
企
業
長
説
明
） 

 

第
七 

一
般
質
問 



 

 

 

○
会
議
に
付
し
た
事
件 

 
 

議
事
日
程
の
と
お
り 



 

 

午
後
一
時 

開
会 

 

○
大
束
副
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
平
成
二
十
九
年
十
一
月
定
例
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 
開
会
に
先
立
ち
、
企
業
長
か
ら
御
挨
拶
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

竹
山
修
身
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
竹
山
修
身
企
業
長
登
壇
） 

○
竹
山
企
業
長 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長
の
竹
山
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

本
日
は
、
平
成
二
十
九
年
第
三
回
企
業
団
議
会
十
一
月
定
例

会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
御
多

用
中
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
御
出
席
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
提
出
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
案
三
件
、

剰
余
金
処
分
に
係
る
議
決
案
件
一
件
、
補
正
予
算
案
一
件
、
平

成
二
十
八
年
度
の
決
算
に
関
す
る
報
告
三
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
ほ
ど
御
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
本
年
四
月
か
ら
、
四
條
畷
市
、
太
子
町
、
千
早
赤
阪

村
に
お
き
ま
し
て
、
当
企
業
団
と
し
て
の
水
道
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
、
約
七
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
円
滑

な
事
業
運
営
が
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

先
月
発
生
い
た
し
ま
し
た
台
風
二
十
一
号
の
影
響
に
よ
り
ま

し
て
、
千
早
赤
阪
村
に
お
き
ま
し
て
、
停
電
に
伴
う
断
水
や
取

水
施
設
の
損
壊
な
ど
の
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
断
水
に

よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
御
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

被
害
へ
の
対
処
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
千
早
赤
阪
水
道
セ
ン
タ

ー
の
職
員
の
み
な
ら
ず
、
南
部
水
道
事
業
所
を
初
め
、
企
業
団

の
他
の
部
署
の
応
援
体
制
の
も
と
、
村
役
場
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
広
域
化
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
、
迅
速
な
対
応
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

今
後
と
も
、
水
道
と
い
う
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う
事

業
者
と
し
て
、
災
害
に
強
い
水
道
施
設
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
も
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
安
全

安
心
な
水
の
安
定
供
給
が
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
現
在
、
検
討
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
泉
南
市
、
阪

南
市
、
豊
能
町
、
能
勢
町
、
忠
岡
町
、
田
尻
町
、
岬
町
と
の
水

道
事
業
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
統
合
案
を
決
定
し
、

平
成
三
十
一
年
度
の
統
合
に
向
け
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
企
業
団
の
事
業
運

営
に
つ
き
ま
し
て
一
層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

企
業
長
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

○
大
束
副
議
長 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い

ま
す
。 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
西
尾
博
道
議
員
及
び
野
村
生
代
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 
日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
大
束
副
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は

一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

○
大
束
副
議
長 

日
程
第
三
、
諸
般
の
報
告
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

○
大
束
副
議
長 

ま
ず
、
議
員
辞
職
許
可
の
報
告
の
件
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
付
で
力
武
清
議
員
か
ら
辞
職

願
の
提
出
が
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
六
条
た
だ
し
書
き

の
規
定
に
よ
り
、
同
日
付
で
こ
れ
を
許
可
い
た
し
ま
す
の
で
、

御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

次
に
、
当
選
議
員
の
報
告
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

十
一
月
一
日
付
で
水
谷
毅
議
員
が
、
同
じ
く
畑
中
譲
議
員
が
、

同
じ
く
橋
本
謙
司
議
員
が
、
同
じ
く
中
川
博
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
際
、
当
選
議
員
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

水
谷
毅
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

畑
中
譲
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

橋
本
謙
司
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

中
川
博
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
御
紹
介
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

○
大
束
副
議
長 

監
査
委
員
の
定
期
監
査
結
果
の
報
告
並
び
に
例

月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て

お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

説
明
者
の
通
知
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て

お
き
ま
し
た
の
で
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

日
程
第
四
、
当
選
議
員
の
議
席
の
指
定
を
行
い

ま
す
。 

 
 

当
選
議
員
の
議
席
は
、
会
議
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
お
手
元
に
配
付
の
議
席
一
覧
表
の
と
お
り
指
定
い
た
し

ま
す
。 

○
大
束
副
議
長 

日
程
第
五
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の

方
法
は
本
職
に
お
き
ま
し
て
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
大
束
副
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の



 

 

方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
き
ま
し
て
指

名
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

議
長
に
水
谷
毅
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
水
谷
毅
議
員
を
議
長
の
当
選

人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
大
束
副
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
水
谷
毅

議
員
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
水
谷
毅
議
員
の
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

水
谷
毅
議
員
。 

 
 

 
 

（
水
谷
毅
議
員
登
壇
） 

○
水
谷
議
員 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
議
長
就
任
に
当
た
り
一

言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
御
推
挙
を
賜
り
、
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
議
会
議
長
に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
水
谷
毅
で

ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
企

業
団
議
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
、
府
域
の
水
道
事
業
の
発
展

に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
並
び
に
竹
山
企

業
長
を
初
め
と
す
る
理
事
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
格
段

の
御
協
力
、
御
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
副
議
長
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
大
束
議
員
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
大
束
副
議
長 

議
長
就
任
の
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

水
谷
議
長
、
議
長
席
に
お
着
き
願
い
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

そ
れ
で
は
、
議
事
を
進
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

日
程
第
六
、
議
案
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び

報
告
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道

事
業
統
合
促
進
基
金
条
例
制
定
の
件
外
七
件
を
一
括
議
題
と
い

た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
は
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
願
い
ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
副
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

清
水
豊
副
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
清
水
豊
副
企
業
長
登
壇
） 

○
清
水
副
企
業
長 

本
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
第
一
号
議
案

か
ら
第
五
号
議
案
及
び
第
一
号
報
告
か
ら
第
三
号
報
告
に
つ
き

ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
提
出
議
案
の
表
紙
を
お
め
く

り
い
た
だ
き
一
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
一
号
議
案
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
統
合
促

進
基
金
条
例
制
定
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
府
域
一
水
道
の
実
現

に
向
け
、
水
道
事
業
の
統
合
を
促
進
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置

す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
一
条
は
基
金
の
設
置
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
二
条
は
基
金

と
し
て
積
み
立
て
る
額
を
、
水
道
用
水
供
給
事
業
に
お
い
て
生

じ
た
利
益
剰
余
金
の
一
部
及
び
当
企
業
団
と
の
統
合
を
促
進
す

る
た
め
の
制
度
に
基
づ
き
、
水
道
用
水
供
給
事
業
で
執
行
し
た

統
合
に
係
る
大
阪
府
補
助
金
額
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま

す
。
第
三
条
か
ら
第
七
条
は
基
金
の
管
理
、
運
用
、
処
分
等
に

関
し
て
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

二
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
二
号
議
案
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
対
応
し
た
条
例
改

正
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
ペ
ー
ジ
の
新
旧
対
照
表
の
左
側
、
改
正

後
の
欄
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
第
二
条
の
四
は
、
当
企
業
団
の

非
常
勤
職
員
に
つ
き
ま
し
て
、
当
該
子
が
二
歳
に
達
す
る
日
ま

で
育
児
休
業
を
再
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
保
育
所
の
申
し
込
み
を
行
っ
て
い

る
が
入
所
で
き
な
い
な
ど
、
企
業
長
が
別
に
定
め
る
場
合
に
該

当
す
る
場
合
に
、
二
歳
ま
で
育
児
休
業
の
再
延
長
を
認
め
る
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。
二
ペ
ー
ジ
の
第
二
条
の
三
、
三
ペ
ー
ジ
の

第
四
条
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
条
の
四
の
規
定
を
設
け
る
こ

と
に
伴
う
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ペ
ー
ジ
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
五
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。 

 
 

第
三
号
議
案
は
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
用
水
供
給
条

例
一
部
改
正
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
旧
対
照
表
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。
第
十
条
に
お
き
ま
し
て
、
給
水
料
金
の
額
を
一
立
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
七
十
五
円
か
ら
七
十
二
円
に
改
定
す
る
ほ
か
、

文
言
整
理
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
第
一
号
議
案
及
び
第
三
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
平

成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
二
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
既
に
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
公
布
の
日
か
ら
の
施
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

六
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
四
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
決
算
報
告
と
あ
わ

せ
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

七
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
五
号
議
案
は
、
平
成
二
十
九
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

市
町
村
域
水
道
事
業
の
補
正
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
二
条

の
資
本
的
収
入
及
び
支
出
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
ま
ず
収
入
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
事
負
担
金
の
増
額
に
よ
り
一
千
二
十
七
万

六
千
円
を
増
額
補
正
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
支
出
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
設
計
精
査
な
ど
に
伴
う
建
設
改
良
費
の
増
額
に
よ
り

二
千
五
百
二
十
八
万
五
千
円
を
増
額
補
正
し
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
千
早
赤
阪
水
道
事
業
に
お
け
る
補
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
決
算
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
。
提
出
議
案
の
六
ペ
ー
ジ
、

第
四
号
議
案
、
平
成
二
十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
工
業

用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
の
件
並
び
に
十
七
ペ
ー
ジ
、
第
一
号

報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
会



 

 

計
決
算
報
告
の
件
及
び
十
八
ペ
ー
ジ
、
第
二
号
報
告
、
平
成
二

十
八
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算

報
告
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
あ
わ
せ
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

別
冊
に
な
っ
て
お
り
ま
す
平
成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
会
計

決
算
書
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

ま
ず
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。
決
算
書
の
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。
水
道
事
業
報

告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
の
概
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大

阪
府
内
の
四
十
二
市
町
村
に
対
し
て
、
年
間
約
五
億
一
千
五
百

八
十
三
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
道
用
水
を
供
給
し
、
単
年

度
で
七
十
四
億
八
千
五
百
二
十
一
万
六
千
余
円
の
利
益
が
生
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
期
中
期
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
施

設
の
整
備
、
改
良
更
新
事
業
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

十
四
ペ
ー
ジ
及
び
十
五
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

水
道
事
業
決
算
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
収
益
は
、
予

算
額
四
百
四
十
六
億
一
千
七
百
三
十
二
万
八
千
円
に
対
し
、
決

算
額
は
四
百
四
十
八
億
九
千
六
百
三
十
九
万
五
千
余
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
費
用
は
予
算
額

三
百
八
十
一
億
三
十
五
万
八
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
三
百
五

十
八
億
四
千
九
百
三
十
三
万
三
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

十
六
ペ
ー
ジ
及
び
十
七
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資

本
的
収
入
は
予
算
額
百
二
十
六
億
六
千
五
百
十
九
万
一
千
円
に

対
し
、
決
算
額
は
百
二
十
二
億
千
八
百
八
十
万
一
千
余
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
等
、

投
資
有
価
証
券
償
還
金
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
本
的
支
出
は
予
算
額
三

百
九
十
七
億
三
千
三
百
三
十
二
万
六
千
余
円
に
対
し
、
決
算
額

は
三
百
六
十
九
億
五
百
七
十
三
万
三
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
改
良
事
業
及
び
水
源
開
発
事
業
に
係
る
負

担
金
な
ど
に
要
し
た
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償
還
金
な
ど
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

十
八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

水
道
事
業
損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
常
利
益
は
、
中

段
よ
り
や
や
下
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
七
十
五
億
二
百
十
二
万

六
千
余
円
で
、
特
別
損
失
を
減
じ
ま
し
た
当
年
度
純
利
益
は
七

十
四
億
八
千
五
百
二
十
一
万
六
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

を
も
ち
ま
し
て
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
を
補
塡
い
た
し
ま
し
た

後
の
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
、
最
下
段
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う

に
六
十
一
億
四
千
百
十
三
万
二
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
が
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。
六
十
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

工
業
用
水
道
事
業
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
の
概
況
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
は
延
べ
四
百
三
十
二
事

業
所
に
対
し
て
、
年
間
約
一
億
七
千
百
七
十
九
万
六
千
立
方
メ

ー
ト
ル
の
工
業
用
水
を
供
給
し
、
単
年
度
で
十
九
億
四
千
六
百

十
六
万
余
円
の
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
期
中
期
整

備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
整
備
、
改
良
更
新
事
業
等
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 

七
十
ペ
ー
ジ
及
び
七
十
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

工
業
用
水
道
事
業
決
算
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
収
益
的
収

入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
業
用
水
道
事

業
収
益
は
、
予
算
額
八
十
三
億
七
千
九
百
九
十
一
万
八
千
円
に

対
し
、
決
算
額
は
八
十
三
億
三
百
十
五
万
一
千
余
円
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
業
用
水
道
事
業
費
用
は

予
算
額
六
十
九
億
四
千
五
百
四
十
六
万
九
千
円
に
対
し
、
決
算

額
は
六
十
二
億
二
千
六
百
九
十
万
三
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

七
十
二
ペ
ー
ジ
及
び
七
十
三
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資

本
的
収
入
は
予
算
額
十
一
億
二
千
八
百
二
十
万
九
千
円
に
対
し
、

決
算
額
は
十
一
億
二
千
四
百
八
十
二
万
八
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
国
庫
補
助
金
等
、
工
事
負
担
金
、
投
資
有

価
証
券
償
還
金
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
本
的
支
出
は
予
算
額
五

十
五
億
八
千
百
十
六
万
七
千
余
円
に
対
し
、
決
算
額
は
二
十
七

億
八
千
二
百
八
万
九
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
内
容

は
、
増
補
改
良
事
業
に
要
し
た
建
設
改
良
費
及
び
企
業
債
償
還

金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
七
十
四
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

工
業
用
水
道
事
業
損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
常
利
益

は
、
中
段
よ
り
や
や
下
に
ご
ざ
い
ま
す
と
お
り
十
九
億
二
千
二

十
一
万
一
千
余
円
で
、
こ
れ
に
特
別
利
益
及
び
特
別
損
失
を
加

減
い
た
し
ま
し
た
当
年
度
純
利
益
は
十
九
億
四
千
六
百
十
六
万

余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余
金

変
動
額
を
加
え
た
後
の
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
最
下

段
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
三
十
四
億
八
千
三
十
万
三
千
余
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

七
十
八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

工
業
用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
計
算
書
の
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
三
十
四
億
八
千
三
十

万
三
千
余
円
の
う
ち
、
十
九
億
四
千
六
百
十
六
万
余
円
を
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
十
五
億
三
千
四
百
十
四
万
二
千
余

円
を
資
本
金
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
第
四
号
議

案
で
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
が
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
提
出
議
案
の
資
料
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
十
九
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
三
号
報
告
は
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足

比
率
報
告
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水

道
事
業
会
計
と
も
に
資
金
不
足
額
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
対
す
る
監
査
委
員
意
見
書



 

 

及
び
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率
審
査
意

見
書
は
別
冊
の
と
お
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

以
上
で
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
審
議
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

以
上
で
副
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

○
水
谷
議
長 

こ
の
際
、
日
程
第
六
、
議
案
第
一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
及
び
報
告
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
水
道
事
業
統
合
促
進
基
金
条
例
制
定
の
件
外
七
件
及
び
日

程
第
七
、
一
般
質
問
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

こ
れ
よ
り
日
程
第
六
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑
及

び
日
程
第
七
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。 

 
 

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

出
川
康
二
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
出
川
康
二
議
員
登
壇
） 

○
出
川
議
員 

二
十
二
番
、
高
石
市
選
出
の
出
川
康
二
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

議
長
の
お
許
し
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
ず
一
号
議
案
の
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
統
合
促
進
基
金
条
例
に
つ
い
て

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
の
統
合
に
係
る
国
の
財
政
支
援
は
、
国
庫
補
助
金

制
度
か
ら
交
付
金
制
度
に
変
更
に
な
り
、
対
象
事
業
も
限
定
的

に
な
っ
た
と
お
聞
き
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
変
更

に
よ
る
影
響
額
は
ど
の
程
度
な
の
か
。
本
年
度
統
合
さ
れ
た
三

団
体
と
、
次
に
三
十
一
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
七
団
体
の

十
団
体
の
合
計
額
で
お
示
し
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
こ
の
間
提
出
さ
れ
ま
し
た
十
団
体
の
統
合
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

先
行
団
体
で
は
交
付
金
の
活
用
額
が
十
六
億
二
千
六
百
万
円
、

三
十
一
年
か
ら
の
七
団
体
に
お
き
ま
し
て
は
二
十
九
億
九
千
八

百
万
円
、
十
団
体
合
計
で
四
十
六
億
二
千
四
百
万
円
と
い
う
こ

と
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
上
が
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
数
字
か
ら
の
減
額
に
な
る
の
か
ど
う
か
お
示
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
本
年
八
月
二
十
四
日
、
企
業
長
か
ら
私
ど
も
議
員
に

七
団
体
と
の
水
道
事
業
統
合
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ

い
て
と
い
う
文
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
能
勢
町
の
交
付
税
措
置
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
現
在
解
決
を
見
て
お
ら
れ
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
基
金
の
積
立
額
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
有
収
水
量
一

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
〇
・
三
円
、
三
十
銭
と
し
て
、
年
間
約

一
億
五
千
万
円
程
度
と
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
の
将
来
へ
の
活
用
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
第
一
回
目
の
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

こ
れ
よ
り
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 
 

香
山
慎
治
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長
。 

 
 

 
 

（
香
山
慎
治
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長
登
壇
） 

○
香
山
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

出
川
議
員
の
水
道
事
業
統

合
促
進
基
金
に
関
し
ま
す
御
質
問
に
つ
き
ま
し
て
御
答
弁
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
の
統
合
に
係
る
厚
生
労
働
省
か
ら
の
財
政
支
援
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
国
庫
補
助
制
度
と
し

て
、
全
て
の
更
新
事
業
を
対
象
と
し
た
水
道
広
域
化
促
進
化
事

業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
度
に
交
付

金
制
度
へ
と
変
更
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
交
付
対
象
と

な
る
事
業
が
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま

す
統
合
へ
の
影
響
額
は
、
十
団
体
で
約
十
五
億
円
と
試
算
し
て

お
り
ま
す
が
、
現
行
の
交
付
金
制
度
に
よ
り
効
果
を
検
証
し
て

い
る
た
め
、
先
ほ
ど
議
員
か
ら
御
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
交
付

金
活
用
額
か
ら
さ
ら
に
下
が
る
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

能
勢
町
は
、
高
料
金
対
策
の
た
め
、
総
務
省
か
ら
交
付
税
措

置
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
統
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
高
い
と
い
う
現
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企

業
長
と
能
勢
町
長
に
よ
り
ま
し
て
総
務
大
臣
へ
の
措
置
継
続
の

要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
要
望

の
実
現
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
 

能
勢
町
は
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
や
大
規
模
災
害
時
の
危
機

管
理
対
応
な
ど
に
大
き
な
懸
念
が
あ
り
、
組
織
力
や
技
術
力
を

活
用
で
き
る
企
業
団
と
の
統
合
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
町
に
お
い
て
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
影
響
は
大
き
く
、
現
在
、
企
業
団
か
ら
の
基
金
の
活
用
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

今
回
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
事
業
統
合
促
進
基

金
は
、
補
助
金
か
ら
交
付
金
へ
の
国
の
制
度
変
更
に
伴
う
交
付

金
の
縮
小
や
、
統
合
に
よ
り
国
か
ら
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
の
高
い
高
料
金
対
策
に
係
る
交
付
税
に
よ
る
影
響
へ
の
補
助

の
ほ
か
に
、
今
後
統
合
を
検
討
さ
れ
る
団
体
の
統
合
促
進
の
た

め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
へ
の
活
用
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

基
金
の
積
立
額
は
、
水
道
用
水
供
給
事
業
の
黒
字
が
見
込
ま
れ

る
今
後
十
一
年
間
で
総
額
十
五
億
円
程
度
と
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
総
額
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
基
金
の
み
で
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
に
必
要
な
全
額
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
の
基
金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
で
き
る
限
り
早
期
に
よ
り
多
く

の
団
体
と
の
統
合
を
実
現
し
、
府
域
一
水
道
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

出
川
康
二
議
員
。 

 
 

 
 

（
出
川
康
二
議
員
登
壇
） 

○
出
川
議
員 

そ
れ
で
は
、
二
回
目
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
統
合
促
進
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
御
説
明
を
い
た

だ
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
団
体
、
あ
る
い
は
現

在
計
画
に
な
っ
て
い
る
十
団
体
、
そ
れ
か
ら
今
お
話
ご
ざ
い
ま



 

 

し
た
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
団
体
等
々
三
分
野
に
お
い

て
こ
の
十
五
億
円
を
活
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
う
い
う
お
考
え
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
て
理
解
を

進
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
二
番
目
の
質
問
と
申
し
ま
す
か
、
こ
れ
は
質
問
に
な

じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
員
定
数
の
問

題
に
つ
い
て
、
私
ど
も
高
石
市
議
会
の
意
見
を
こ
こ
で
申
し
述

べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

十
一
月
二
日
に
本
定
例
会
の
た
め
に
全
員
協
議
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
の
企
業
長
挨
拶
の
中
で
、
議
員
定
数
は
首

長
案
を
も
と
に
各
首
長
が
お
の
お
の
の
議
会
に
説
明
を
す
る
と
、

こ
う
い
う
よ
う
な
お
話
が
あ
っ
た
と
承
っ
て
お
り
ま
す
。
今
私

ど
も
高
石
市
議
会
は
、
こ
の
首
長
案
で
示
さ
れ
た
後
、
本
年
五

月
十
七
日
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
員
協
議
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
て
、
こ
の
首
長
案
に
対
す
る
各
会
派
、
各
議
員
の
意

見
を
集
約
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
は
賛
同
し
か
ね
る
と
、
こ
う

い
う
確
認
を
全
員
一
致
で
行
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

現
行
の
選
出
基
準
は
、
水
道
事
業
会
計
が
企
業
会
計
方
式
で

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
用
水
供
給
事
業
割
と
工
業
用
水

道
事
業
割
、
そ
れ
と
ブ
ロ
ッ
ク
割
と
い
う
、
こ
う
い
う
三
分
野

で
そ
れ
ぞ
れ
定
数
が
案
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で

各
自
治
体
か
ら
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
中
で
私
ど
も
高
石
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

工
業
用
水
道
枠
で
一
人
の
議
員
の
選
出
枠
を
頂
戴
し
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
お
示
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
首
長

案
で
は
、
全
て
人
口
比
率
に
よ
る
議
席
案
分
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
る
た
め
に
、
こ
の
議
席
が
消
滅
す
る
こ
と
に
私
ど
も
は

納
得
は
で
き
な
い
。
高
石
市
は
、
用
水
と
工
業
用
水
道
と
の
合

計
額
で
い
い
ま
す
と
、
水
量
で
は
府
下
三
番
目
、
納
め
て
い
る

水
道
料
金
で
は
五
番
目
の
位
置
に
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

先
ほ
ど
来
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
企
業
会
計
方
式
で
い

く
な
ら
ば
現
行
方
式
の
ほ
う
が
合
理
的
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
度
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
人
口
比
率
に

重
点
を
置
い
た
首
長
案
に
つ
い
て
は
賛
成
し
か
ね
る
と
い
う
、

賛
成
で
き
る
根
拠
が
乏
し
い
と
い
う
の
が
私
ど
も
の
意
見
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
、
本
年
六
月
六
日
に
こ
の
案
に
対

す
る
各
議
会
か
ら
の
質
問
、
意
見
の
集
約
に
お
い
て
も
、
首
長

案
を
是
と
す
る
議
会
が
二
十
三
、
一
市
町
村
一
議
席
が
七
、
統

合
団
体
優
先
と
い
う
の
が
六
、
そ
の
他
、
私
ど
も
高
石
市
は
そ

の
他
に
入
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
九
と
い

う
ふ
う
に
示
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
首
長
案
に

賛
成
さ
れ
て
い
る
議
会
は
半
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 
 

私
は
、
今
思
い
ま
す
に
、
先
ほ
ど
も
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
こ
の
広
域
水
道
は
大
阪
府
域
一
水
道
を
目
指
し
て

る
と
い
う
こ
と
が
答
弁
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府

は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
に
大
阪
府
水
道
整
備
基
本
構
想
、
大

阪
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
二
十
年
後
、
水
道

料
金
も
府
下
同
一
に
す
る
府
域
一
水
道
を
目
指
す
と
し
て
お
り

ま
す
。
二
十
四
年
か
ら
二
十
年
後
と
い
い
ま
す
と
平
成
四
十
四

年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
か
ら
い
き
ま
す
と
も
う
あ
と
十
四
、

五
年
し
か
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
状

況
の
中
で
府
域
一
水
道
を
理
想
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
統
合

団
体
に
も
議
席
を
配
分
す
る
こ
と
で
、
先
行
団
体
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
統
合
す
る
た
め
の
課
題
が
明

ら
か
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
議
会
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
統
合
す
る
自
治
体
も
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て

い
き
ま
す
と
、
や
は
り
将
来
の
理
想
と
い
い
ま
す
か
展
望
を
示

す
な
ら
ば
、
現
在
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
全
て
の
自
治
体
、

全
て
の
団
体
、
議
会
か
ら
議
員
を
選
出
し
て
、
そ
の
定
数
で
運

営
し
て
い
く
と
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
統
合
の
進
展
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
定
数
問
題
を
考
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
な
ど
、
や
は
り
柔
軟
な
対
応
を
し
な
け
れ
ば
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
お
き
ま
し
て

も
、
七
団
体
の
水
道
事
業
統
合
と
い
う
の
が
も
う
あ
と
一
年
余

り
と
い
う
時
期
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
の
規
約
変
更
も
、
全
構
成
団
体
の
承
認
、
議
決
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
や
は
り
統
合
部
門
、
そ
れ
と
議
員
定
数
部
門
を

切
り
離
し
て
議
案
の
上
程
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て
く
る
、

そ
う
い
う
選
択
肢
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ぜ
ひ
と
も
企
業
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
将
来
的
な
展
望
を
見

据
え
て
い
た
だ
い
て
、
議
員
定
数
に
お
い
て
柔
軟
な
対
応
を
強

く
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
要
望
、
意
見
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
水
谷
議
長 

出
川
康
二
議
員
の
質
問
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
通
告
の
質
疑
及
び
質
問
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
日
程
第
六
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑

及
び
日
程
第
七
の
一
般
質
問
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

こ
の
際
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
休
憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
再
開
の
時
刻
は
後
刻
御
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
午
後
一
時
三
十
八
分 

休
憩
） 

  
 

 
 

（
午
後
一
時
四
十
六
分 

再
開
） 

○
水
谷
議
長 

休
憩
前
に
引
き
続
き
議
事
を
続
行
い
た
し
ま
す
。 

○
水
谷
議
長 

日
程
第
六
の
諸
議
案
八
件
の
う
ち
議
決
不
要
の
第

三
号
報
告
を
除
く
七
件
に
対
す
る
討
論
は
通
告
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

こ
れ
よ
り
日
程
第
六
の
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
採
決
に
入
り

ま
す
。 

 
 

議
決
不
要
の
第
三
号
報
告
を
除
く
議
案
第
一
号
か
ら
第
五
号



 

 

ま
で
並
び
に
報
告
第
一
号
及
び
第
二
号
、
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
水
道
事
業
統
合
促
進
基
金
条
例
制
定
の
件
外
六
件
を
一
括
し

て
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
の
諸
議
案
七
件
に
つ
き
ま
し
て
、
可
決
、
認
定
す
る
こ

と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
水
谷
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
の
諸

議
案
七
件
は
、
可
決
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

○
水
谷
議
長 

以
上
を
も
っ
て
本
日
の
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
平
成
二
十
九
年
十
一
月
定
例
会
を
閉
会
い
た

し
ま
す
。 

 

午
後
一
時
四
十
七
分 

閉
会 

  

議 
 

長 
 

水
谷 

 

毅 

副 

議 

長 
 

大
束 

真
司 

議 
 

員 
 

西
尾 

博
道 

議 
 

員 
 

野
村 

生
代 

 


